
平成 30年度山梨学講座
　今年は明治維新より 150 年にあたります。幕末から明治初期にかけた
動乱の時期、幅広い視点で近代日本の誕生を捉え直してみませんか。

■会場：山梨県生涯学習推進センター交流室 AB

■受講料：無料　■対象：どなたでも参加できます

■定員：センター会場　　各回 70 名

　　　　サテライト会場　各回 50 名

■申し込み方法：電話・FAX・Eメール・HPなど

※事前の申し込みをお願いします。また、受講され

る会場名もお申し出ください。

※サテライト会場では講座開催日前日の午後３時ま

でにひとりも申込みがなかった場合、開催を中止さ

せていただきます。ご了承ください。

　幕末の甲斐国は数多くの博徒を輩出する全国でも有数の「博徒王国」でした。なぜ、
そのような土地柄だったのか？当時の甲斐国における政治・社会の特質から考えます。

第２回「甲斐国の戊辰戦争と明治維新」

第 1回「甲州博徒の幕末・明治」

第３回「青年知事藤村紫朗―山梨の近代を方向づけた県政―」
　29歳で着任した藤村紫朗は文明開化を説き、殖産興業で産業を活性化し、道路や水
運を整備し生糸の横浜直結を狙った。一方、甲府市街地を再構築した。この「近代化政策」
の内容を検証する。

第４回「自由民権運動－民衆の政治参加を求めて」
　明治維新は、江戸幕府を倒して、新たな政権を出現させたが、その政権は、一部の
維新の功臣によって握られていた。これに対して民衆の政治参加を求めた運動が各地
で噴出する。山梨における自由民権運動について検証する。

　幕末維新期の甲斐国では、民間にあって勤王運動に身を投じた「草莽の志士」と呼
ばれる人たちを輩出しました。彼等の活動を追いながら、明治維新の意味を考えます。

10/23（火）

講師：髙橋　修　氏（東京女子大学 准教授）

10/29（月）

講師：齋藤　康彦　氏（山梨大学名誉教授）

講師：佐藤　弘　氏（山梨学院大学非常勤講師）

11/8（木）

11/22( 木 )

佐佐 弘弘 （（山山講講

◎開催時間◎
14：00 ～ 15：30

そうもう
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■山梨県防災新館1階

　山梨県甲府市丸の内1-6-1

　JR甲府駅南口より徒歩5分

■有料地下駐車場完備

（講座受講者は1時間無料それ以降は自己負担30分ごと150円）

■駐輪場は防災新館南側道路沿いにございます


